
▲水田川での事故現場を視察�

▲給食センターの運営状況を視察（野々市町）�

▲ばい煙問題の状況を視察（神戸製鋼所）�
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「
北
小
の
統
廃
合
が
決
定
」
�

「
神
戸
製
鋼
を
現
地
調
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水
田
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の
状
況
を
視
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」
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������■
１０
月
６
日
開
催
�

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
�

・
播
磨
北
小
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て
、
教
育
長
か
ら
「
教
育

委
員
会
で
は
今
後
、
再
検
討
を

議
題
に
し
な
い
こ
と
を
決
定
し

た
。
」
と
の
説
明
を
受
け
、
質

疑
を
行
っ
た
。
�

　
新
聞
報
道
で
廃
校
確
定
を
知
�

ら
さ
れ
た
が
、
ま
ず
住
民
へ
の

説
明
や
納
得
が
先
で
は
な
い
か
。

住
民
へ
の
配
慮
は
。
�

　
住
民
の
方
々
の
気
持
ち
を
考

え
、
十
分
に
配
慮
し
た
い
。
住

民
か
ら
再
検
討
の
要
望
が
あ
っ

た
が
、
基
本
的
に
こ
れ
以
上
引

き
伸
ば
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
説
明
し
た
。
�

　
教
育
委
員
会
で
廃
校
見
直
し

の
話
は
出
な
か
っ
た
の
か
。
�

　
教
育
委
員
一
同
、
委
員
を
依

頼
さ
れ
た
時
点
で
は
、
再
検
討

を
考
え
て
い
た
が
、
日
程
が
遅

れ
る
中
で
こ
れ
以
上
の
混
乱
を

さ
せ
な
い
の
が
一
番
で
あ
る
と

考
え
た
。
�

　
廃
校
後
の
施
設
利
用
計
画
は
。
�

　
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
�

　
転
校
先
の
受
入
れ
準
備
と
、

通
学
路
の
安
全
対
策
は
。
�

　
転
校
生
を
受
入
れ
る
た
め
の

施
設
整
備
を
し
、
対
処
す
る
。
�

通
学
路
の
安
全
対
策
は
、
十
分

検
討
し
、
万
全
に
備
え
る
。
�

�■
１０
月
２３
日
（
石
川
県
金
沢
市
）
�

�「
小
中
一
貫
の
英
語
教
育
に
つ

い
て
」
�

・
金
沢
市
で
は
平
成
１６
年
３
月

に
「
小
中
一
貫
英
語
教
育
特
区
」

の
認
定
を
受
け
、
全
て
の
市
立

小
・
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。
�

・
中
学
３
年
生
全
員
を
対
象
に
、

英
検
３
級
の
受
験
を
行
っ
て
お

り
、
合
格
率
は
現
在
、
約
３０
％

で
あ
る
が
、
今
後
合
格
率
７０
％

を
目
標
と
し
て
い
る
。
�

�■
１０
月
２４
日
（
石
川
県
野
々
市
町
）
�

�「
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
」
�

・
給
食
シ
ス
テ
ム
は
セ
ン
タ
ー

方
式
で
行
わ
れ
て
い
る
。
設
備

は
平
成
１５
年
２
月
に
完
成
。
一

日
１
５
０
０
食
が
で
き
る
施
設

で
調
理
さ
れ
、
２
つ
の
中
学
校

に
配
送
し
て
い
る
。
�

・
給
食
費
は
一
食
３
０
０
円
で
、

運
営
は
民
間
業
者
に
委
託
さ
れ

て
い
る
。
�

�■
１１
月
１３
日
開
催
�

企
画
グ
ル
ー
プ
よ
り
�

・
次
期
基
幹
業
務
系
シ
ス
テ
ム

の
導
入
方
法
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
質
疑
を
行
っ
た
。
�

　
推
進
体
制
の
メ
ン
バ
ー
は
。
�

　
理
事
１
名
と
企
画
グ
ル
ー
プ
、

各
グ
ル
ー
プ
１
名
、
外
部
の
専

門
委
員
２
名
を
予
定
し
て
い
る
。

業
者
選
考
委
員
会
は
、
こ
の
メ

ン
バ
ー
が
当
た
る
。
�

　
今
回
は
２１
年
度
に
導
入
を
予

定
し
て
い
る
が
、
次
期
は
何
年

後
を
想
定
し
て
い
る
か
。
�

　
将
来
対
応
と
し
て
１０
年
を
想

定
し
て
い
る
。
�

�教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
�

・
北
小
廃
止
に
係
る
９
項
目
の
�

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
�

明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。
�

　
保
護
者
か
ら
の
制
服
支
給
の

要
望
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。
�

　
夏
・
冬
の
体
操
服
を
各
１
着
、

標
準
服
は
校
章
の
付
け
替
え
を

予
定
し
て
い
た
が
、
保
護
者
の

要
望
を
受
け
、
体
操
服
の
夏
服

を
２
着
と
、
標
準
服
を
１
着
支

給
を
す
る
た
め
の
予
算
措
置
を

し
た
い
。
�

　
校
区
外
通
学
の
希
望
が
３
分

の
１
以
上
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。
�

　
通
学
路
の
安
全
面
や
距
離
、

友
達
関
係
が
要
因
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
�

　
子
ど
も
達
の
心
理
的
問
題
へ

の
対
応
は
。
�

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

配
置
と
廃
校
に
よ
る
統
合
加
配

教
員
を
活
用
し
て
対
処
し
た
い
。
�

■
１０
月
１３
日
開
催
�

�（
株
）
神
戸
製
鋼
所
加
古
川
製

鉄
所
に
お
け
る
ば
い
煙
問
題
の

現
地
を
調
査
。
�

�

「
主
な
説
明
内
容
」
�

①
対
策
の
進
み
具
合
は
�

１
４
７
件
の
対
策
の
内
、
７７

件
が
実
施
済
で
、
７０
件
が
着

手
済
。
�

②
防
塵
施
設
の
設
置
は
�

「
外
に
出
さ
な
い
」
「
飛
散

さ
せ
な
い
」
「
堆
積
さ
せ
な

い
」
の
３
つ
に
分
類
し
実
施

す
る
。
�

高
さ
２５
メ
ー
ト
ル
の
防
塵
ネ

ッ
ト
を
平
成
１９
年
３
月
末
ま

で
に
設
置
す
る
予
定
。
�

③
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
粉
じ
ん

　
対
策
は
�

総
延
長
は
５０
㎞
あ
り
、
カ
バ

ー
が
経
年
劣
化
し
て
お
り
補

修
す
る
。
�

④
原
料
ヤ
ー
ド
に
お
け
る
粉
じ

　
ん
対
策
は
�

散
水
に
よ
り
湿
潤
化
を
図
り

飛
散
を
防
止
す
る
。
ま
た
、

レ
イ
ン
ガ
ン
を
増
設
す
る
。
�

⑤
環
境
管
理
シ
ス

　
テ
ム
の
更
新
は
�

排
ガ
ス
の
デ
ー

タ
を
加
古
川
市

に
直
接
送
信
し
、

改
ざ
ん
が
で
き

な
い
よ
う
に
す

る
。
ま
た
、
デ

ー
タ
の
透
明
性

を
確
保
す
る
。
�

�　
構
内
の
状
況
を

視
察
終
了
後
、
社

内
で
質
疑
を
行
っ

た
。
�

「
今
後
の
対
応
」
�

①
役
場
庁
舎
１
階
に
「
公
開
モ

ニ
タ
ー
」
を
設
置
す
る
。
�

②
測
定
用
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
古

宮
公
民
館
に
設
置
。
他
に
町

内
２
ヵ
所
に
設
置
す
る
。
�

③
健
康
安
全
グ
ル
ー
プ
と
の
間

で
月
１
回
報
告
の
機
会
を
設

け
て
い
る
。
�

�■
１１
月
２
日
開
催
�

�保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
よ
り
�

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に

つ
い
て
�

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

平
成
１８
年
６
月
の
通
常
国
会
で

「
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
す

る
法
律
」
が
成
立
し
、
平
成
２０

年
４
月
か
ら
７５
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
を
対
象
に
創
設
さ
れ
、

現
行
の
老
人
保
健
制
度
に
代
わ

る
医
療
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
。
�

　
保
険
料
の
普
通
徴
収
に
お
け

る
滞
納
対
策
は
。
�

　
現
在
は
子
ど
も
の
扶
養
家
族

で
負
担
が
な
か
っ
た
方
が
、
今

後
負
担
増
と
な
る
。
�

　
７５
歳
以
上
で
年
金
の
な
い
方

が
２
割
あ
り
、
滞
納
対
策
は
広

域
連
合
で
基
準
を
決
め
る
が
、

協
議
は
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
。
�

　
国
保
は
世
帯
に
請
求
さ
れ
る

が
、
こ
の
保
険
料
は
個
々
に
請

求
さ
れ
る
の
か
。
�

　
保
険
料
は
個
人
ご
と
に
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
�

　
現
行
の
制
度
か
ら
考
え
ら
れ

る
被
保
険
者
数
は
。
�

　
約
２
７
０
０
人
弱
と
な
る
。
�

　
広
域
連
合
で
の
町
の
事
務
負

担
と
財
政
的
負
担
は
。
�

　
人
口
と
後
期
高
齢
者
の
人
数

で
積
算
さ
れ
、
１
千
万
円
ほ
ど

の
経
費
負
担
。
�

　
高
齢
者
の
負
担
が
増
え
、
国

と
企
業
の
負
担
が
減
少
す
る
こ

と
を
ど
う
考
え
る
か
。
�

　
国
の
医
療
費
を
抑
制
す
る
方

向
と
、
社
会
保
障
制
度
全
体
に

か
か
わ
る
考
え
方
に
よ
る
も
の

と
思
う
。
�

■
１０
月
２５
日
開
催
�

�◎
水
田
川
で
の
死
亡
事
故
に
つ

い
て
調
査
�

　
現
地
で
の
調
査
及
び
事
故
の

発
生
状
況
と
対
応
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。
�

　
事
故
が
あ
っ
た
付
近
の
柵
の

一
番
下
の
部
分
に
チ
ェ
ー
ン
な

ど
設
置
が
必
要
で
は
。
ま
た
、

も
う
１
カ
所
危
険
箇
所
が
あ
り
、

そ
こ
に
も
必
要
。
啓
発
用
の
看

板
も
立
て
る
べ
き
で
は
。
�

　
立
て
看
板
に
つ
い
て
は
時
期

を
み
て
設
置
し
よ
う
と
検
討
し

て
い
た
。
チ
ェ
ー
ン
に
つ
い
て

は
県
土
木
と
協
議
し
た
い
。
�

�◎
主
要
事
業
を
調
査
�

・
町
道
浜
幹
線
整
備
に
つ
い
て
�

　
広
域
的
な
道
路
で
あ
り
、
事

業
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
ど
の
程
度
ま
で
進
行
し
て
い

る
か
。
�

　
都
市
計
画
決
定
は
さ
れ
て
い

る
が
、
イ
コ
ー
ル
事
業
化
と
い

う
事
で
は
な
い
。
現
在
、
国
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が
流
動
的

で
あ
り
、
不
透
明
な
部
分
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
ど
れ
が
一
番

効
果
的
で
あ
る
か
、
見
極
め
る

の
に
２
〜
３
年
様
子
を
見
る
ほ

う
が
得
策
で
あ
る
と
県
の
指
導

を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
事
業

に
つ
い
て
は
次
期
５
カ
年
計
画

に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
�

・
「
Ｊ
Ｒ
土
山

駅
南
・
北
地
区

整
備
計
画
」
に

つ
い
て
�

　
駅
北
地
区
の

整
備
を
地
域
住

民
が
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
が
、
行

政
と
し
て
の
取

り
組
み
は
。
ま

た
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
必
要

で
は
。
�

　
地
元
の
盛
り
上
が
り
を
見
極

め
た
上
で
支
援
を
考
え
た
い
。

地
権
者
の
同
意
率
は
５０
％
程
度

と
聞
い
て
い
る
。
来
年
度
協
議

を
し
た
い
。
�

・
「
古
宮
第
２
―
１
雨
水
幹
線

整
備
事
業
」
に
つ
い
て
�

　
こ
の
前
の
台
風
時
、
二
子
地

内
で
被
害
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

箇
所
は
ど
う
な
る
の
か
。
�

　
そ
の
箇
所
は
す
こ
し
土
地
が

低
め
の
区
域
で
あ
り
、
満
水
の

状
態
に
な
る
と
排
水
で
き
な
い

区
域
で
あ
る
。
こ
の
雨
水
幹
線

が
完
成
す
れ
ば
解
消
す
る
。
�
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